
宇都宮市立田原中学校 第２学年【社会】分類・区分別正答率

★本年度の県，市と本校の状況

本校 市 県

41.0 50.0 46.2
45.6 52.6 50.2
32.0 39.4 37.6
25.4 35.9 33.8
53.2 60.4 56.3

★指導の工夫と改善 ○良好な状況が見られるもの　●課題が見られるもの

今後の指導の重点分類・区分 　平成２９年４月１８日（火）

・授業において，資料分析能力を高める必要がある。そ

のために，多くの資料を実際に見て資料の示すものが何

を意味するのか，そこからどのような事柄を見出していく

のかがわかる能力を育てることが大切であると思われ

る。

・時間的な流れの中で，社会の変化を捉えていくような学

習が必要である。

・クイズ的な，単に用語を暗記する学習をしている生徒が

多いことから，それぞれの学習内容を,きちんと捉えていく

方法を身につける必要がある。

○ 社会的な知識にやや向上が見られたが，まだ十

分ではない。

●　資料活用技能が他に比べて著しく低い傾向に

ある。多くの資料を見ていく必要がある。

○　歴史的な事象についての知識は，やや定着し

始めているが，言葉の記憶にとどまっている傾向が

強い。

●　学習した知識から，社会的な思考を行う能力が

不十分である。
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